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郷
土
資
料
室
（
特
別
展
）
開
催
中
／

練
馬
の
農
兵
－
形
と
は
た
ら
き
1

平
成
5
年
5
月
3
0
日
ま
で

石
神
井
台
〒
日
（
石
神
井
図
書
館
地
階
）
℡
響
〇
五
六
三

愛
宕
下
遺
跡

調
査
報
告
書
を
販
売
中

愛
宕
下
遺
跡
は
、
大
泉
町
四
丁
目
の
白
子
川
沿

い
に
あ
る
、
旧
石
器
・
縄
文
・
江
戸
時
代
を
中

心
と
す
る
複
合
遺
跡
で
す
。
本
書
は
昭
和
6
3
年

調
査
の
学
術
報
告
書
で
す
旧
石
器
時
代
で
は
ナ

イ
フ
形
石
器
や
石
槍
（
尖
頭
器
）
、
礫
群
が
出

土
し
ま
し
た
。
縄
文
時
代
で
は
、
竪
穴
住
居
跡

等
が
発
見
さ
れ
、
低
地
で
は
縄
文
時
代
か
ら
弥

生
時
代
の
泥
炭
層
か
ら
ホ
ゾ
穴
状
の
加
工
の
入

っ
た
木
材
が
出
土
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
郷
土
資
料
室
・

情
報
公
開
室
で
一
冊
，
8
0
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
図
書
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

練
馬
は
長
い
間
、
近
郊
農
村
と
し
て
農
産
物
を
供

給
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
私
た
ち
祖
先
は
、

仕
事
の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
農
具
を
改
良
し
、
ま

た
、
様
々
な
農
具
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
2

0
年
代
以
降
、
急
激
な
人
口
の
増

加
や
都
市
化
に
よ
り
こ
れ
ら
の
農
具
は
使
用
さ
れ
な

く
な
り
、
使
い
方
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。今
回
の
特
別
展
で
は
、
主
に
明
治
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
練
馬
で
使
用
さ
れ
た
農
具
を
作
業
過
程

に
即
し
て
、
耕
作
、
管
理
、
収
穫
・
調
製
、
運
搬
・

加
工
・
収
納
の
観
点
か
ら
、
そ
の
使
用
法
を
中
心
に

し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
馬
大
根
・
養
蚕

・
製
茶
な
ど
の
観
点
か
ら
使
用
し
た
農
具
を
区
分
け

し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
農
具
か
ら
練
馬
の
地
で
生
き
て
き

た
人
々
の
農
具
に
こ
め
ら
れ
た
願
い
・
知
恵
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
是
非
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
入
場
無
料

◎
期
間
中
の
休
室
日

月
曜
日
・
3
／
2

6
（
金
）
・
4
／
2
3
（
金
）

・
5
／
讐
金
）
・
5
／
4
（
休
）
・
5
／
6
（
木
）
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平
成
4
年
度

練
馬
区
指
定
・
登
録
文
化
財
を
新
た
に
決
定

（
有
形
民
俗
文
化
財
）

◎
氷
川
神
社
の
力
石
（
豊
玉
南
ニ
ー
一
五
－
五
　
氷

川
神
社
境
内
）

◎
高
松
の
庚
申
塔
（
高
松
ニ
ー
三
）

区
で
は
、
区
内
各
地
域
に
伝
わ
る
文
化
財
を
守
り

次
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、

文
化
財
を
指
定
・
登
録
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
（
1

月
8
日
）
を
受
け
、
3
月
9
日
に
荘
家
文
書
な
ど
9

件
を
新
た
に
登
録
文
化
財
と
し
、
3
名
の
技
術
保
持

者
を
追
加
認
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
登
録
文
化
財

の
中
か
ら
、
妙
福
寺
文
書
な
ど
2
件
を
新
た
に
指
定

文
化
財
と
し
、
指
定
文
化
財
は
1
1
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
新
た
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化
財

を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
指
定
さ
れ
た
文
化
財

（
有
形
文
化
財
）

◎
妙
福
寺
文
書
（
南
大
泉
五
－
六
1
五
六
秒
福
寺
）

◎
尾
崎
（
お
さ
き
）
遺
跡
出
土
品
（
春
日
町
五
－
一

二
－
一
春
日
小
学
校
尾
崎
遺
跡
資
料
展
示
室
）

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

◎
鶴
の
舞

◎
神
輿
渡
御
の
御
供
道
中
歌
（
み
こ
し
と
ぎ
ょ
の
お

と
も
ど
う
ち
ゅ
う
か
）

（
い
ず
れ
も
　
保
持
団
体
　
氷
川
神
社
宮
宿
鶴
の

舞
保
存
会
　
伝
承
地
　
氷
川
台
四
－
四
七
－
三

氷
川
神
社
）

▲氷川神社の力石

今
回
登
録
さ
れ
た
文
化
財

（
有
形
文
化
財
）

◎
荘
（
し
ょ
う
）
家
文
書

（
郷
土
資
料
室
寄
託
管
理
）

（
無
形
文
化
財
）

◎
棒
柄
（
ぼ
う
え
）
の
製
作
技
術

（
保
持
者
　
井
口
平
蔵

関
町
南
三
－
八
－
六
）

ト
高
校
の
庚
申
塔
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今
回
追
加
認
定
さ
れ
た
技
術
保
持
者

（
無
形
民
俗
文
化
財
）

◎
ち
が
や
馬
飾
り
（
保
持
者
　
内
田
和
助
　
北
町
一

－
二
二
1
九
）

◎
ち
が
や
馬
飾
り
（
保
持
者
　
加
藤
義
雄
　
東
大
泉

五
－
四
〇
－
二
二
）

◎
ち
が
や
馬
飾
り
（
保
持
者
　
山
口
勝
男
　
北
町
一

－
二
四
－
八
）

書

き

′

革

書
r
螢
r
著
書
r

郷土資料室収蔵品シリーズ　第15回

大
き
な
う
ち
わ
を
二
枚
重
ね
た
も
の
。
米
の
調
製

用
具
の
一
つ
で
あ
る
。

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
脱
穀
、
粗
す
り
、
選
別
の
順

に
調
製
し
て
い
く
。

の
が
選
別
で
あ
る
。

能
率
的
で
あ
る
が
、

撒
が
ら
と
玄
米
を
え
り
分
け
る

選
別
の
仕
事
は
唐
箕
を
使
え
ば

そ
れ
が
普
及
す
る
前
は
、
箕
で

紳秒御鉢軸

行
っ
て
い
た
。

箕
に
穀
物
を
い
れ
て
高
く
か
ざ
し
、
中
の
穀
物
を

少
し
ず
つ
落
と
す
。
す
る
と
、
重
い
玄
米
は
下
に
落

ち
、
軽
い
楓
か
ら
は
遠
く
へ
飛
ば
さ
れ
る
。
う
ま
く

玄
米
と
粗
が
ら
と
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

時
、
風
が
あ
れ
ば
な
お
よ
い
。
粗
が
ら
が
い
っ
そ
う

遠
く
へ
飛
ば
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
あ
お
り
」
は

こ
の
風
を
お
こ
す
道
具
で
あ
っ
た
。

あ
お
り
う
ち
わ
の
大
き
さ
は
八
〇
c
m
ほ
ど
。
横
の

竹
棒
を
持
っ
て
、
二
枚
の
う
ち
わ
を
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
て
風
を
お
こ
す
。
北
豊
嶋
郡
農
具
一
式
と
い
う

本
に
は
、
「
番
団
扇
代
償
拾
五
き
と
し
て
図
解

さ
れ
て
い
る
　
（
上
右
図
）
。

（
郷
土
資
料
室
特
別
展
「
練
馬
の
農
具
」
に
展
示
中
）

▲鶴の舞（昭和57年4月）
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「
練
馬
の
文
化
財
案
内
」
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

地
図
に
区
内
文
化
財
の
場
所
を
示
し
、
そ
の

解
説
を
付
し
た
1
6
折
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
郷
土
資
料
室
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
先
人
の
残
し
た
文
化
財
を
た

ず
ね
、
練
馬
の
歴
史
を
知
る
契
機
と
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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長
命
寺
の
植
木
市

文
化
財
保
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推
進
員
　
石
　
井
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長
命
寺
の
植
木
市
は
、
毎
年
凹
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
三
日
迄
の
三
日
間
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
二
十
一
日
に
奥
之
院
弘
法
大
師
御
会
式

が
行
わ
れ
る
の
で
、
昔
か
ゝ
2
」
の
臼
に
は
植
木
市
や

農
具
市
、
椎
子
行
列
や
花
嫁
市
等
が
催
さ
れ
、
大
変

賑
っ
て
き
た
。

花
嫁
市
は
、
そ
の
年
に
谷
原
の
地
域
に
嫁
い
で
き

た
花
嫁
さ
ん
を
、
こ
の
日
に
姑
が
連
れ
て
参
詣
し
が

て
ら
参
詣
人
に
披
露
す
る
と
い
う
習
慣
が
い
つ
の
間

に
か
花
嫁
市
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ

る
が
、
現
在
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

植
木
市
は
昔
と
変
ら
ず
賑
っ
て
い
る
。
境
内
所
狭

し
と
数
十
軒
の
植
木
屋
さ
ん
が
、
苗
木
、
花
物
、
盆

栽
、
庭
木
等
び
っ
し
り
並
べ
て
売
っ
て
い
る
様
は
壮

観
で
あ
る
。
業
者
も
埼
玉
の
安
行
か
ら
の
人
が
多
い

が
、
地
元
近
隣
の
業
者
も
か
な
り
出
店
し
て
い
る
。

古
老
の
話
に
よ
る
と
、
昔
は
桑
や
果
樹
の
苗
木
類

が
多
く
、
植
木
市
の
三
日
目
に
な
る
と
植
木
屋
さ
ん

は
、
売
れ
残
っ
た
植
木
を
セ
リ
に
か
け
全
部
売
り
切

っ
て
帰
っ
た
そ
う
で
み
る
。
だ
か
ら
近
所
の
農
家
の

人
達
は
三
日
目
迄
待
っ
て
安
く
セ
リ
落
し
、
大
量
に

買
っ
て
畑
の
隅
等
に
植
え
て
お
い
た
そ
う
で
あ
る
。

▲昔の花嫁市の様子

（昭和42年4月21日）

智出出出ヒ出甜　▼現在の植木市の様子（平成4年4月21日）

午

文
化
財
保
護
推
進
員
　
林

‥

勇RR

入
日
（
じ
ん
じ
つ
二
月
七
日
）
、
上
巳
（
じ
ょ

う
し
・
三
月
三
日
）
・
端
午
（
た
ん
ご
・
五
月
五
日
）
、

七
夕
（
し
ち
せ
き
・
た
な
ば
た
・
七
月
七
日
）
、
重

陽
（
ち
ょ
う
よ
う
・
九
月
九
日
）
、
こ
れ
を
「
五
節

句
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

三
月
三
日
の
女
の
子
の
節
句
に
対
し
て
、
こ
の
日

は
男
の
子
の
節
句
で
、
季
節
の
変
り
目
に
、
食
物
を

調
（
と
と
の
）
、
え
、
神
を
斎
（
い
つ
）
き
、
自
ら
も
食
べ

て
邪
気
（
じ
ゃ
き
）
を
避
け
る
の
が
本
来
の
節
句
の
行

事
で
、
端
午
の
節
句
に
は
、
菖
蒲
や
蓬
（
よ
も
ぎ
）

を
軒
に
差
し
、
踪
（
ち
ま
き
）
、
柏
餅
を
食
べ
、
甲

胃
・
刀
・
武
者
人
形
な
ど
を
飾
り
、
健
康
と
勇
気
を

願
い
、
鯉
職
を
立
て
て
男
の
子
を
祝
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
文
政
の
頃
か
ら
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
日
菖
蒲
湯
に
入
る
所
が
多
い
そ
う
で
す
が
、

菖
蒲
が
尚
武
に
通
ず
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
あ
る
地

方
で
は
、
こ
の
日
を
女
の
家
、
女
の
夜
な
ど
と
い
っ

て
女
の
祝
を
す
る
所
が
あ
る
そ
う
で
す
。

下
練
馬
の
旧
家
で
は
、
鯉
職
と
一
緒
に
真
四
角
の

布
地
に
、
鍾
旭
様
や
八
幡
太
郎
義
家
・
金
太
郎
な
ど

の
武
者
絵
を
書
い
た
両
側
に
、
嫁
の
実
家
と
両
家
の

家
紋
を
入
れ
た
職
旗
を
立
て
る
と
の
こ
と
で
す
。
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¶
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厨

五
節
句
（
供
）
の
一
つ
で
、
古
来
よ
り
節
句
は
、

一
年
に
五
回
あ
り
ま
す
。
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